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研究成果の概要 

パラジウム触媒を用いたビアリール化合物の C–H結合切断とヨウ素の電解酸化を利用した C–

H結合のヨウ素化反応を開発した 1)。1-アリールピリジン N-オキシド類や 1-アリールイソキノリン 

N-オキシド類などのビアリール化合物のモノ選択的ヨウ素化を達成した。また、第二級アルコール

由来のオキシムエーテルのメチル基のアセトキシ化反応が、パラジウム触媒と電解酸化で進行する

ことを見出した。 

紫外線照射下では閉環、可視光照射下では開環するジチエニルエテン（DTE）部位を有するキ

ラルなリン酸型不斉触媒を創製し、インドール誘導体とイミンとの aza-Friedel-Crafts反応に適用し

た。紫外線照射下における DTE部位の閉環という構造変化に加えて、二重結合の共役系が延び

ることによりリン酸部位の酸性度も向上する結果、高い触媒活性とエナンチオ選択性を発現するこ

とに成功した 2)。 

有機太陽電池の光有機電荷分離機構を応用した固液体不均一反応系光触媒と均一系光触媒

を開発し、いずれも光触媒活性が向上することを見出した。また、有機光触媒の誘電率向上が触

媒活性の向上に有効であることを明らかとした。さらに、ベイズ最適化法を応用することで、高い電

荷分離効率を示す D/A ヘテロ接合触媒調製条件の効率的探索法を構築し、これを活かした緑色

光波長選択的な太陽電池を開発した 3)。 

ジアリールヨードニウム塩(Ar2I+X-)の合成について、分子内環化を伴うクロモンヨードニウム塩お

よび C–H 結合の直接ヨードニウム化を経るウラシルヨードニウム塩の合成法を開発し、電解酸化が

活用できることを見出した 4)。Ar2I+X-のリガンドカップリングでは、求核剤の拡充を行った。ヨードア

レーンの多機能性を活用し、Ar2I+X-のカップリングと続く電解触媒結合形成を経るジアゼピン骨格

の構築に成功した。さらに、光と超原子価ヨウ素反応剤を組み合わせた C(sp3)-H アミノ化反応によ

る立体選択的ピロリジン合成に取り組んだ。 
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